ご挨拶

みなさま、本日は「グリーフケア公開講座」にお越しいただき、まことにありがとうございます。
わたしにとって、短い時間で、同志・大重潤一郎（1946年3月9日～2015年7月22日）のことを語ることはとうてい不可能ですので、これまでに書き綴った大重潤一郎に関する文章をいくつか選んで本日の資料とさせていただきます。お時間のある時にお読みくだされば幸いです。

本日は、冒頭、簡単な説明をし、大重潤一郎監督記録映画『久高オデッセイ第三部　風章』（遺作、2015年製作、95分）を全篇観ていただき、そして最後に20分ほど大重潤一郎監督のこと、映画のこと、そして、「神の島」と呼ばれてきた「久高島」の「島の祈り」について話をさせていただきます。

終了時間は、20時30分を予定していますが、わたしがお話させていただく時間は20～25分程度ですので、意を尽したお話をすることは不可能です。本資料で、補っていただければ幸いです。
それでは、じっくりと映画をご覧ください。
ここには大重が生涯を賭けて探究してきた「いのちの讃歌」がたんたんと映像詩として表現されています。そこに大重の「グリーフケア」と「スピリチュアルケア」があることを感じ取っていただければこれにすぐるよろこびはありません。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2016年6月28日　鎌田東二拝

1、 大重潤一郎との出会い～その伏線（2013年4月30日に記す、EFG第1号掲載）
　わたしが大重潤一郎と初めて会ったのは、1998年2月、埼玉県秩父市で行なわれた「光りの島」（1995年製作）の上映会でのことであった。上映会場で会い、終了後、大重たちと懇親会の会場に赴いた。
だが、その年の1月6日からあれほど好きであった酒を飲まなくなっていたので、同じく酒好きの大重と盃を酌み交わしたことはない。残念なようでもあるが、これでよかったとも心底思う。わたしが昔のように大酒飲みであったら、2人はもっと早くこの世を去っていたことは間違いない。わたしたちは、大重のライフワーク「久高オデッセイ」の仕事を完成させるために出会ったのかもしれないと時に思う。
　だが、これよりずっとずっと昔、わたしたちはある共通の友人を通じて、お互いの消息と情報を得ていたのである。1970年、それがわたしたちの出会いの伏線になる。
　この年、大重潤一郎はデビュー作「黒神」を持って全国を自主上映しつつあった。一方、わたしは、1970年5月、大阪市心斎橋の「エルマタドール」というクラブの2階を借り切って、1ヶ月間、「ロックンロール神話考」（鎌田東二作・演出、戸田克文音楽・中島和秀主演）を上演した。それを観に来てくれたのが、大阪大学医学部4回生の長谷川敏彦だった。わたしたちのへんてこな「神芝居」を最初に高く評価してくれたのが長谷川敏彦、その次に評価してくれたのが大阪在住の作詞家もず昌平だった。
その長谷川敏彦が、大阪大学医学部の大学祭で自主上映したのが「黒神」であった。確か、そんなことを長谷川を通して聴いていたような記憶がある。だが、わたしは19歳で、心斎橋を裸足で歩き回る「フーテン」だったので気ままだった。今もなお現役「フーテン」であるが、世相は騒然としており、また、自分が生きていくことだけでもせわしなく、長谷川がやろうとしていた「黒神」を観に往く余裕も時間もなかった。この時、大重とわたしはニアミスしていたが、出逢うことはなかった。だが確実に、後に日本医科大学教授となる長谷川敏彦を通して、大重潤一郎と鎌田東二はつながっていたのである。1970年のことだった。
2、 大重潤一郎との出会い～その時
1998年2月、秩父で私たちは出逢った。その仲介をしてくれたのが、現在（本稿執筆当時の2013年4月）NPO法人東京自由大学の運営委員長をしてくれている気功家の鳥飼美和子だった。この「東京自由大学」は、1998年に「神戸からの祈り」という阪神淡路大震災後の死者と社会の鎮魂を祈る催しを実行している最中に胚胎した。その「神戸からの祈り」の神戸実行委員長が大重潤一郎で、実行委員会全体の代表がわたしだった。

大重との出会いは秩父での「光りの島」の上映会においてであった。わたしは秩父在住の画家の横尾龍彦と一緒に大重映画を観た。この時、横尾龍彦の瞑想絵画と共通する「風」と「光」と「気配」を感じとった。

そしてその後、「東京自由大学」を立ち上げた時、学長を横尾龍彦、副理事長を大重潤一郎とわたしが務めるかたちで、1999年2月20日に東京自由大学が西荻窪のスタジオWENZで産声を上げた。その初回のシンポジウムは「ゼロから始まる芸術と未来社会」というものだった。

横尾龍彦学長の瞑想絵画は、自分（自我）が描くのではなく、非自我あるいは超自我ともいえる「風が描く」「水が描く」という絵画で、まさに「ゼロから始まる芸術」であり、わたしたちは「ゼロ」になる身体技法として横尾指導の禅瞑想を実修したのだった。出会うべく出逢ったと思うのは、大重の映画もまた、同じように、「風が描く」「水が描く」という非自我的超自我的な自然中心の自我ゼロ芸術映画であったことだ。

大重の作品にインドとバリ島を舞台に描いた「水の心」（1991年制作）という30分ほどの小品がある。それは風と光と水の「心」の行方を探り、訪ね、瞑想する、たいへんエロティックな映像で、大重の真骨頂が全篇にみなぎっている。

そんな大重が2002年から神戸を離れて、沖縄の那覇と久高島に住み着き、脳内出血で半身不随になりながらも必死でそこから抜け出して「久高オデッセイ」第一部「結章」を完成させ、2005年3月26日に国際宗教史・宗教学会で本邦初特別上映し、シンポジウムも催し、翌2006年11月24日にNPO法人東京自由大学でも青山ウイメンズセンターで上映し、併せて東京大学教授の宗教学者島薗進、立教大学教授のアメリカ先住民研究者の阿部珠理、作家の宮内勝典に参加してもらって、シンポジウムを行った。この第一部「結章」はしかし、「久高オデッセイ」としては序章である。それに続くものが、2009年3月7日、東京大学理学部小柴ホールで初上映された第二部「生章」であった。

わたしは、1998年の「神戸からの祈り」以来、大重潤一郎と苦楽を共にしてきた。沖縄と東京と持ち場は離れていても、常にその風と光と水を共有してきた。第一部では、わたしは監修として関与し、第二部では製作に回った。わたしは、1985年頃から「現代のエンの行者」たらんとしてきた。「現代のエンの行者」の最大の仕事は「縁結び」である。「エンの行者」とは金集めの「円の行者」ではない。自然と人間、人間と人間、存在と存在を結び直す「縁の行者」のことである。そんな「縁の行者」としての仕事をこれからも縁の流れに従ってしっかり進めていきたい。臨機応変に。神ながら式に。犬も歩けば棒に当たる式に。
3、 阪神淡路大震災
1995年、阪神淡路大震災が起きた当時、大重潤一郎は神戸に住んで、大阪に事務所を構えていた。その日その時刻、大重は大阪の事務所にいた。もちろん、大阪でも激しい揺れだったが、建物の倒壊はなかった。急ぎ、神戸の自宅に向かったが、電車が途中から動かない。そこで、住吉辺りからだろうか、神戸に向かって歩いた。高速道路がへし折れ、ビルも民家も倒壊し、粉塵が上がり、どこもかしこも無秩序な瓦解した世界。それは黙示録的な終末世界のようだった。

　大重は、その中を歩いて、神戸市中央区北野のわが家まで帰った。それからはしばらく、夫人や息子と避難所暮らしだった。その阪神淡路大震災を体験して、大重は猛然と「光りの島」の編集に取りかかり、完成させた。震災で廃墟のようになったアスファルトからタンポポが芽を吹き出す。花好きの大重はそのタンポポを見逃さなかった。この地面の下には縄文時代から続いているいのちが埋蔵されている。大重の野生の感覚、生命感覚はそう告げた。それを取り戻すのだ！

　「光りの島」は大重にとって、廃墟となった神戸と裏表になり、つながっている。「光り」といえばポジだが、しかし、「光りの島」は無人島で、その意味ではネガともいえる。新城（アラグスク）島という沖縄県八重山諸島の石垣島の向かいにある無人島。

　その島に、わたしも2度渡ったことがある。一度は石の聖地の写真家の須田郡司と。入島する前に、二人で褌一丁になって禊をして入った。二度目はアカマタ・クロマタの祭りの日に佐藤善五郎に案内されて渡った。知人の喜納昌吉も来ていた。

主演（出演者はただ独り）の上條恒彦がアラグスク島に入っていく。そしてこの島の光と風に晒され、見えないモノを視、聴こえない声を聴き、「いのちの帰趨」に触れていく。「光り」に満ち溢れてはいるが、人には満ち溢れていない。無人島の寂しい島。その島に渡った「わたし」は「いのちの根源」である「母の声」を反芻する。

　大重は、どんな気持ちで、阪神淡路大震災が起こったこの1995年に集中的に「光りの島」を作ったのか？　その2年半後にわたしたちは初めて出逢い、1988年8月8日には神戸メリケンパークで「神戸からの祈り」という鎮魂供養のコンサートイベントを行なった。その前後に、生田神社や酒蔵などでコンサートやシンポジウムを何度も開いた。

　その動きがそのままダイレクトに東京自由大学の活動に流れ込んでいる。そこで、1998年11月25日に書いた「東京自由大学設立趣旨」には「組織形態、運動体としてはNPO（非営利組織）法下のボランタリー・スクール法人として運営および活動をしていきたいと準備している。また地震など、災害･事件時のボランティア的な互助組織として機能できるように行動したい。自由・友愛・信頼・連帯・互助を旗印に進んでいきたい」と結んだ。だから、「地震など、災害･事件時のボランティア的な互助組織として機能できるように」ということと、「自由・友愛・信頼・連帯・互助を旗印に進」むということは、阪神淡路体震災の教訓を肝に銘じた言葉だった。

　大重もわたしも東京自由大学設立発起人で、今はわたしが理事長、大重が副理事長であるが、その二人三脚は「神戸からの祈り」から続いている。「久高オデッセイ」の監督と製作者との関係もその時からの二人三脚の延長である。弥次さん喜多さんの縁だ。弁慶義経の縁だ。今生のえにしというものは、どうしようもなく、はからいを超えている。

そして７月5日の東京・両国のシアターΧでの島外初上映会。300席で満席のところ、316人の方々が観に来てくださった。最後の4日間は定員オーバーで予約お断りをせざるをえない反響だった。

　大重潤一郎は、シアターΧのスクリーンにスカイプでつないだ沖縄映像文化研究所の自分のベッド上で悠然と煙草をくゆらし、あまつさえビールを飲み干す余裕のパフォーマンスを見せた。観客は度肝を抜かれただろう。今にも末期癌で死にかけているこの69歳の男、2015年1月9日の沖縄タイムズで「余命1年」と大きく見出しに書かれ、7月4日、上映会前日の朝日新聞にも大きく今度は「余命半年」と書かれた男が、肺にまで癌が転移して死を目前にしながら悠然と煙草をくゆらしているとは。弁慶も顔負けの一世一代のパフィーマンスであった。

　そしてそれは楽しげな笑いを誘い、大喝采を受けた。オオシゲ、いいぞ、がんばれ、と。そして、みんなそこで不屈の大重の魂の所在を感じとったのだった。大重潤一郎らしい、と思った。

４、「いのちの讃歌」を歌い続けた大重潤一郎（EFG13号掲載,2015年7月18日）【http://freegreen.jimdo.com/第十三号/鎌田東二/】

【以下は、大重潤一郎監督は、2015年7月22日、69歳で死去しました。彼が亡くなる1週間くらい前に書いた文章です】
　大重潤一郎のいのちが今にもこの世から去っていこうとする時に、埼玉県大宮の家で大重との別れの言葉を書きつけようとしている。いろいろなことを思い出すたびに目頭が熱くなり、涙がこぼれ落ちる。

　今となって、わたしにとって大重潤一郎がどれほど大切な人だったかが身に沁みてくる。弁慶－義経とか、海賊と山賊とか、半ば冗談めかして、その実本気で言いたいことを言い合った。大宮のこの家にも何度か来て泊り、築地で仕入れてきた魚を捌いて家族5人にふるまってくれた。当時、猫が3匹いたから、家族8人前の大盤振る舞いだった。

　大重潤一郎の豪胆なようで、本当に繊細な心をいつも感じていた。わかりすぎるほどよくわかるので、わざと感じないように鈍いそぶりをしたこともあった。

　そんな片割れのような半身の「海賊」を喪うことは身を切るよりも辛い。いずれ向こうで会えるとは思っていても、今生でもう言葉も交わせないかもしれないと思うと、寂しさが募る。これまで父母を含め、どんな近親者が死去しても、寂しいと思ったことはないが、まだ大重潤一郎が死んでもいないのに、寂しいという気持ちが募って来て涙ぐんでしまう。

　何だろうか、この感情は。かけがえのない友を失う。そうでもあるが、それ以上だ。そんな通り一遍の言葉では収まり切らない感情の塊。その塊が迫ってくる。

　この3月初めだったかに調子が悪いと電話があった時、できるだけ早く行くからと3月末に沖縄に行く予定だったが、体調を崩し、40度近い高熱を出して1週間まるまる臥せったために予定が完全に崩れ、沖縄に行って大重潤一郎を会うことができなかった。またその時点で、「久高オデッセイ第三部　風章」の進捗を現場でチェックすることもできなかった。

　結局、沖縄に渡ることができたのは5月末の5月27日から30日までの3泊4日だった。その内2日間は女優の鶴田真由さんや比嘉真人助監督や高橋あいさんや伊豆有加さんと久高島に渡ったので、正味2日、実際には3日一緒に話しをすることができた。そして次が、6月21日（日）に久高島で行なった上映会の時。上映会を終えてすぐに大重のいる沖縄映像文化研究所に向った。その時、久高島での上映会の成功を伝えたのだった。

そして７月5日の東京・両国のシアターΧでの島外初上映会。300席で満席のところ、316人の方々が観に来てくださった。最後の4日間は定員オーバーで予約お断りをせざるをえない反響だった。

　大重潤一郎は、シアターΧのスクリーンにスカイプでつないだ沖縄映像文化研究所の自分のベッド上で悠然と煙草をくゆらし、あまつさえビールを飲み干す余裕のパフォーマンスを見せた。観客は度肝を抜かれただろう。今にも末期癌で死にかけているこの69歳の男、2015年1月9日の沖縄タイムズで「余命1年」と大きく見出しに書かれ、7月4日、上映会前日の朝日新聞にも大きく今度は「余命半年」と書かれた男が、肺にまで癌が転移して死を目前にしながら悠然と煙草をくゆらしているとは。弁慶も顔負けの一世一代のパフィーマンスであった。

　そしてそれは楽しげな笑いを誘い、大喝采を受けた。オオシゲ、いいぞ、がんばれ、と。そして、みんなそこで不屈の大重の魂の所在を感じとったのだった。大重潤一郎らしい、と思った。

　その10日後の7月15日、大重潤一郎に、高木慶子上智大学グリーフケア研究所特任所長や島薗進上智大学グリーフケア研究所所長やスタッフのみなさんと相談して、10月3日（土）15時から「久高オデッセイ第三部　風章」上映会とシンポジウムを上智大学10号館1階の800人も入る講堂で開催することが決まったことを伝えた。すると大重は、「ありがとう。ありがとう。たのむ。かまっさん、でも、もう限界。明日あさってが。ゆるして。ゆるして。」と力ない声で言うのだった。思わず泣きそうになって、「ゆるすよゆるすよゆるすよ。あんしんして。もうずいぶんがんばったよ。大重さんのいいところは全部映画に込められているから、それをみんなに伝えていくよ。」と叫んでいた。もちろんわたしが「ゆるす」も何も、そんな大それたことは一切何もないのだが、またそんなことできるわけもないのだが、少しでも安心してほしいのでそのように言ったのだった。

　7月16日朝、高木慶子シスターに大重潤一郎に電話してほしいとお願いした。安心するからと。高木シスターは1995年か96年かに大阪で『光りの島』（1995年製作）の上映会を開催してくれたのだが、そこに800人の人が観に来てくれたという。これまで『光りの島』の1回での上映動員数の最高記録ではないだろうか。

　16日の昼に大重に電話すると、直接彼が出て、「高木先生から電話があった」と嬉しそうに語っていた。だが、前日の15日に一人息子の大重生さんが神戸から沖縄に渡り、赤十字病院で主治医から病状を確認すると、癌細胞が肺の別の場所と両あばら骨に転移しているとのことだった。そして、癌細胞が悪さをして呼吸機能や嚥下機能を低下させ、身体の痛みを増加させているとのことだった。

そのような事態の中での高木慶子シスターの電話は、大重の心に届いたと思う。高木シスターはわたしの「大姉様」であるが、電話の後、次のような2つのメールを送ってくれた。

＜早速に、大重監督にお電話いたしました。すぐに取っていただき、長いご無沙汰にもかかわらず、昨日までお目にかかっていたような感じで、お話しできました。

　「お祈り申し上げております・・」と申し上げましたら、「それが一番うれしいことです。お願いたします。・・」と何度もお言葉を繰り返しておられました。

 　「先生、向うで待っていていただけますか。私がそちらに参りましたときには、お迎えをお願いいたしませね・・」と申し上げましたら、「よろこんでお待ちしております・・」と。

　「先生の映画は、出来る限り多くの方々に見ていただけるようにいたします・・・」と申し上げましたところ、「うれしいです。どうぞよろしくお願いいたします。・・」とのことでございましたので、先生とのお約束は果たしたいと念じております。

　　とてもはっきりとした、明るいお声でしたので、ビックリするほどでした。

 　大重監督の志を私どもが継いでいきたいと、こころから願っております。＞

＜私にとりましても、今日は、特別な日となりました。先生から大重監督の病のことを伺ってから、毎日、今日はどうなのかな・・・と、考えておりましたので、ターミナルとは考えられない程の張のあるお声でしたので、私の方が、元気をいただいたように思っております。きっと大重監督も、私に心配を掛けないためのご配慮だったと思います時、胸が詰まってしまいました。

しかし、向うで待っていただく方が、また一人増えることを思います時、私も安心して逝っていけると、心を強められた思いでございます。鎌田先生、誠に貴重な機会をお与えいただきましたこと、深く感謝し、もっともっと神様が、大重監督を安らかにしていただけますよう、こころからお祈り申し上げます。＞

本当にありがたいことである。グリーフケアの専門家で、筋金入りのカトリックの修道女の高木慶子大姉から「祈り」を届けられたのだから。最後は祈るしかない。祈りしかないと本当に思う。かつて、山尾三省は次のように祈りの詩を書いた。

祈りのことばは

わたくしが　人間としてたどりついた

最初のことばにすぎないが

最終の　ことばでもある　　　　　「祈りのことば」山尾三省

大重潤一郎監督の記録映画に、『ビック・マウンテンへの道』2001年製作（ナレーション：山尾三省）がある。屋久島に住み、農を営みながら詩を書きつづけた霊性の詩人・山尾三省（1938年－2001年）は、NPO法人東京自由大学立ち上げから2001年8月に亡くなるまで、東京自由大学の顧問を務めてくれた。わたしは1997年夏だったかにゲーリー・シュナイダーたちと共に行なった女神シンポジウム終了後、山尾三省に初めて逢い、翌年行なった「神戸からの祈り」の顧問になってもらったのだった。

そして山尾三省を大重に紹介し、アメリカ先住民のナバホ族とホピ族の聖地「ビック・マウンテン」を護るおばあちゃんたちを支援する運動のドキュメント『ビック・マウンテンへの道』のナレーションが完成したのだった。その後わたしは2003年に武蔵丘短期大学を退職した退職金で、その大重の映画『ビック・マウンテンへの道』をDVDにした。2004年、大重が「小川プロ訪問記」を引っ提げて、ベルリン国際映画祭正式招待に応じる前のことだった。もちろん、大重が脳内出血で倒れる前のことだ。大重映画を世界に発信したいと思ったのだった。

今、NPO法人東京自由大学では毎年10月に山尾三省を顕彰する「三省祭り」を実施している。もしかしたら今年は「三省・大重祭り」になるかもしれない。そして10月3日の上智大学での上映会も「大重祭り」の一環となるかもしれない。

　大重とのことでしばしば思い出すのが、「神戸からの祈り」の寄附を集めにあちこちを頭を下げて回った時のことである。1998年の夏のことであった。某出版社の某社長にお会いして寄附をお願いしたが、京都駅まで炎天下を歩いたことである。その時、1970年に二人が、当時大阪大学医学部学生の共通の友人であった長谷川敏彦の世話になっていたことが判明し、京都駅前の道路脇の公衆電話ボックスから長谷川敏彦に直接電話して、大いに盛り上がった。あの暑い夏のことをしばしば思い出す。わたしたちには金は一銭もなかったが、志と情熱と行動力だけはあった。そして数百人のボランティアが集まって、「神戸からの祈り」と「東京おひらきまつり」が実現した。神戸の実行委員長を大重が務めてくれた。1998年、夏のことだった。

　1970年、大重は阪大医学生の長谷川敏彦の主催で処女作『黒神』（1970年製作）を上映した。同年5月、わたしは大阪心斎橋で「ロックンロール神話考」と題する芝居を作演出していたが、そこに長谷川敏彦が何度も観に来てくれて励ましてくれていた。以来、長谷川敏彦にはいろいろとお世話になったのだった。その長谷川が二人の大切な友人であったことを1998年の炎天下の京都で気づき、「縁」というものは本当に不思議なものだと思ったのだった。

　そんな大重潤一郎との「縁」が新しい段階に入るのだろう。もう、この世での海賊・山賊コンビの「楽しい世直し」はこれ以上果たせないかもしれないが、この17年間、大重と出逢って、わたしは面白く、楽しく、愉快に、豊かに、幸せに過ごすことができた。ありがとう、ありがとう、ありがとう、大重潤一郎。さようならを言う時が近いかもしれないが、しかし、いつもそばにいることに変わりはない。深い縁は切ろうとしても切ることができないのだ。それがこの世であっても、あの世であっても。その縁に心から感謝する。そして、大重の一貫した生き方に心からの敬意と愛を捧げる。

　　時が来て生の汀に打ち返す

　　　　君がいのちの引き潮を見る

５、鎌田東二『世直しの思想』第五章第四節　坂本清治の久高島留学センターの教育実践と大重潤一郎の『久高オデッセイ』三部作
　鳥山敏子の影響を受けながら、独自の学校教育に取り組んだのが坂本清治である。坂本清治は一九六〇年に神奈川県横浜に生まれた。食糧問題に関心を持ち、琉球大学農学部に進学。大学四年の時、一年間休学して、鹿児島県から山形県までの全国の農山村を見て回り、各地の研究者や行政の担当者から話を聞いたり、農家に住み込んで働いたりした。宮崎県児湯郡木城町では、武者小路実篤が開いた「新しき村」にしばらく滞在もした。一時は大学中退も考えていたが、沖縄に戻って、「帰農論――疎外の克服のために」と題する論文を書き、大学を卒業した。卒業後も、有機農業や創造的な活動をしている教育施設への関心と経験を深め、鳥山敏子の設立した「賢治の学校」に関わってゆく一方で、学習塾を営んでいたが、長年温めてきた「久高島留学センター」を二〇〇一年に設立し、代表に就任した。

この前年、久高中学校は在校生二名のみとなり、廃校の危機に陥っていた。坂本は全国から生徒を募集し、廃校寸前の久高中学校に十四名の留学生を連れてきて「久高島留学センター」を立ち上げたのである。久高中学校の存続はこの坂本清治が創設した「久高島留学センター」なしにはありえなかった。坂本はその後一時期、NPO法人久高島振興会の副理事長も務めたが、二〇一四年三月末に久高島を去った。
　「久高島留学センター」は離島型の山村留学機関である。主に中学生を受け入れ対象にしているが、少数ながら小学生も受け入れている。全国各地から久高島に留学してきた子どもたちは、センター長の坂本清治の指導の下、共同生活を営みながら島の自然に触れ、漁やカヌーやシュノーケリングなどの海の活動、畑での野菜作り、三線・笛・太鼓・歌など沖縄の伝統芸能の習得、清掃や祭りなど地域の活動に参加しながら、久高小中学校に通い、勉学に、部活動に励む。島の中で規律正しい共同生活を営みながら、伝統的な人生儀礼や通過儀礼も経験し、子どもたち個々人が直面している課題に向き合い、地域の祭祀や行事などの協働作業にも参加し、地球規模で取り組まなければならない現代世界の課題にも目を向け、それに立ち向かっていける人材の育成を模索している。

　坂本清治は、「"核"と"輪郭"をつくる」と題するインタビュー記事の中で次のように述べている（http://www.bookclubkai.jp/interview/contents/0075.html）。
「久高島留学センターは二〇〇一年にオープンしましたが、当初はここに来る子の八五％～九〇％が不登校の経験者でした。いまは三割くらいに減っています。おっしゃるようにこの島ならではの素晴らしい環境を求めてくる子もいますが、そんな子も不登校の経験のある子も、それぞれが課題を持っていて、不登校そのものは全く問題ではないと思っています。ここに来るきっかけは様々ですが、たとえ親御さんが熱心に勧めても、最終的には本人が『ここでがんばります』と言わない限り、受け入れはしません。しかし、今まで不登校で悩んでいた子ども達のほとんどが、ここへ来ると見違えるように生き生きしたり、農作業をがんばって地域のおばあちゃんたちからも可愛がられるようになります。その意味では、引きこもりタイプの子は結構大丈夫ですし、面白いですね。むしろ難しいのは、非常に粗暴な振る舞いをする子や、常に友達と群れたり、みんなの注目を浴びていないと気が済まない、つまり一人でいることができないような子です。」と述べている。
　この「久高島留学センター」の活動を記録したのが奥野修司『不登校児　再生の島』（文藝春秋、二〇一二年）である。ここには、日本の全国各地から集まってきた中学生たちが共同生活をしながら、島の人々と交流し人間として変化し成長していく姿が描かれている。
前掲坂本のインタビューで述べられていたように、当初「久高島留学センター」にやってくる子どもたちのほとんどが不登校児であった。が、その九割以上の子どもたちが、ここでの生活の中で大きく変化し成長し再生した。
久高島は「神の島」と呼ばれてきた沖縄本島西南部の小さな離島であるが、この島にはコンビニもスーパーもない。本屋もゲームセンターもない。子どもたちはテレビやゲームから距離を置き、自然と地域の中に一個の「いのち」として身を置くことになる。そしてそこで、バーチャルなゲーム的世界ではなく、身体的な痛みと歓びを伴う身体知的現実世界に生きることになる。久高島ならではの追い込み漁体験やの飛び込み（オリンピック競技の高飛び込みなどとは全く異なる）、また島の年中行事の祭祀や久高大運動会での島内三〇〇〇メートル走への参加。日常生活も食生活も劇的に変わる。ジャンクフードを食べる暇も機会もなく、魚と野菜中心の食事に変わる。食が変わると体形も変わる。沖縄大学元学長の加藤彰彦はこの「久高島留学センター」を「現代版若衆組」と呼んでいる。
現在の「久高島留学センター」のHPには、次のように久高島と留学センターが紹介されている。「久高島は、珊瑚礁に囲まれた美しい海と恵まれた自然環境を有し、古くから琉球の始祖アマミキヨが降臨し、五穀を初めて伝えたという「神の島」として崇拝を集め、こころのふるさととして親しまれている所です。／この独特の風土、自然に育てられた久高島に留学生を受け入れ、かつて子ども達が大人に成長する過程で課せられた体験や人生の節目節目に通過する儀式（イニシエーション）などを経験する中で、子ども達が学び成長していくことを望んでいます。／また、地域伝統文化学習や自然環境学習を島ぐるみで行うことにより、学校児童生徒の確保、コミュニティ活動の充実、地域住民の連帯意識の高揚、他地域との交流活動、観光の推進、地域の経済振興などが図られ、地域の活性化に大きく寄与することを目指しています。」
この久高島は、沖縄本島東南部に浮かぶ人口二〇〇名ほどの小さな島で、琉球王朝時代から「神の島」として東方ニラーハラー（ニライカナイ）と呼ばれる他界信仰を保持してきた。そこでは十二年に一度、午年にEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(カミンチュ),神女)になるための儀式「イザイホー」が行なわれてきたが、一九七八年以降、後継者難によりその伝統も途絶えている。本年二〇一五年一月五日は旧暦午年十一月十五日のイザイホー開催の日に当たったが、伝統的なイザイホーの祭りは行なわれなかった。
が、久高島の聖所である久高殿神アシャギで切実かつ痛切な祈りが捧げられたを大重潤一郎監督のドキュメンタリー映画『久高オデッセイ第三部　風章』（二〇一五年製作）は記録している。
折口信夫は、一九二三年（大正十二年）に書いた「琉球の宗教」の「二、遥拝所―おとほし」の中で次のように書いている。「琉球の神道の根本の観念は、遥拝と言ふところにある。至上人の居る楽土を遥拝する思想が、人に移り香炉に移つて、今も行はれて居る。／御嶽拝所は其出発点に於て、やはり遥拝の思想から出てゐる事が考へられる。海岸或は、島の村々では、其村から離れた海上の小島をば、神の居る処として遥拝する。最有名なのは、島尻に於ける久高島、国頭に於ける今帰仁のおとほしであるが、此類は、数へきれない程ある。私は此形が、おとほしの最古いものであらうと考へる。」と。
　この「お通し」が行なわれる最高至貴の聖地が世界遺産に指定されている斎場御嶽で、その斎場御嶽のサンゴ石灰岩の断層が造形した見事な神秘空間である「三庫理」が「神の島」と呼ばれてきた久高島を「お通し」する遥拝所である。
大重潤一郎は、一九四六年に鹿児島県南端の港町の坊津に海の一族の末裔に生れた。生涯海を愛し、海のエロスに感応しながら、「EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(ウミンチュ),海人)」として享年六九歳の生をまっとうしたと言える。岩波映画で学び、一九七〇年に風変わりな劇映画『黒神』でデビュー。その独創的な作品は黒木和夫監督に「十年早い傑作」と称されたが、まったく大衆受けすることはなかった。このデビュー作『黒神』から、「大阪のチベット」と呼ばれた能勢町のミサイル基地建設の反対運動を記録した『能勢～能勢ナイキ反対住民連絡会議』（一九七二年）などを経て、『水の心』（一九九一年）、『風の島』（一九九六年）、『小川プロ訪問記』（二〇〇一年など次々に自然と人間と文明との葛藤と調和への希求を描く記録映画を発表し続けた。
二〇一一年の東日本大震災後、その『黒神』の真価が評価され始め、自然派である大重映画の徹底した表現と訴求力が若者や未来の生き方転換を模索する人たちに拡がり始めた。大重は遺作となった「久高オデッセイ第三部　風章」まで、一貫して大自然の中で慎ましくも逞しくけなげに生き抜いていくいのちの輝きと祈りと祭りとエロスを描いてきた。「気配の魔術師」大重潤一郎の映像のエロティシズムは澄明で永遠性を感じさせるリリシズムを横溢させている。「久高オデッセイ」という名称に物語るように、大重は「オデッセイ」という叙事詩を謳う吟遊詩人であり、映像の詩人であった。
その映像詩は、一九九五年の阪神大震災の経験で深められた。大阪に事務所を構えていた大重は震災後家族の住む神戸の自宅に向かって歩いた。高速道路がへし折れ、ビルも民家も倒壊し粉塵が上がり、無秩序な瓦解した黙示録的な終末世界のような光景が広がっていた。
その信じ難い廃墟の破局的光景の中でも、アスファルトからタンポポが芽を吹き出すいのちのいとなみがあった。大重は猛然と『光りの島』（一九九五年製作）の編集に取りかかり完成させる。このアスファルトの地面の下には縄文時代から続いているいのちが埋蔵されている。大重の野生の感覚はそのことを見逃さなかった。そのいのちを取り戻す！
『光りの島』は廃墟となった神戸とポジとネガの関係にあり、大重の死生観が表出されている。沖縄の無人島（EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(アラグスク),新城)島）の島の光と風に晒され、見えないモノを視、聴こえない声を聴き、「いのちの帰趨」に触れて、その根源に響く「母の声」を聴く。母は死の間際に「死んだらなんにもならん」とつぶやいた。
島を訪れてきた主人公（独演：上條恒彦）はその「死んだらなんにもならん」という母の言葉を反芻し、問いかける。そして終に、次のような「いのち」観に到達する。
「母さん、そうじゃなかったでしょう。『死んだらなんにもならん。』なんて。死んでも生きているでしょう。生きる姿は変わってしまってけれど。しかし、母さんがどうしているか分かって良かった。 母さんよかったね。」
大重潤一郎の遺作となった『久高オデッセイ第三部　風章』においても、自然といのちの循環が言葉ではなく映像で悠久の時間を紡ぐように示されているが、この『光りの島』の中でも同様に主人公は次のように語る。
「この島の自然に始まりも終わりもない。くりかえしがあるだけじゃないか。 地球は生命のゆりかごであるという。しかしそれは生み出すだけではない。死をもひきとっている。そして眼には見えない。耳には聞こえないちがう次元へ導き、計り知れないいのちを生かしている。生も死も全てを包み込んで大きなうねりをくりかえしている。」
「全てが生きている。祖先や様々な霊たちが石の像（かたち）を借りて唄っている。」
ここには鳥山敏子が追求してきた素のままの「いのちのすがた」がある。
 大重は処女作『黒神』以降、ワンパターンのように、自然といのちの偉大さとそれへの畏怖畏敬とその息吹に浸されて謙虚にかつ懸命に人々が生きていく姿を描き続けてきた。東日本大震災後、そんな大重映画が別の形で甦った。いのちといぶきといのりの覚醒の中で。「霊性的な自覚」を映像で示す作品群として。
　大重は、坂本清治が「久高島留学センター」の設立準備をしていた二〇〇〇年に、『縄文』（福井県三方町縄文博物館常設展示映像）と、久高島に通い続けたカメラマンで民俗学者の比嘉康雄の遺言を記録した『原郷ニライカナイへ――比嘉康雄の魂」を製作した。続けて、二〇〇一年には『ビッグマウンテンへの道』（ナレーション：山尾三省）を製作し、これらを「古層三部作」を名付けた。その後、二〇〇一年に大重は沖縄に移住し、故比嘉康雄氏の遺志を受け継ぎながら久高島と那覇市に住み着いて『久高オデッセイ第一部　結章』の製作に取りかかった。
が、二〇〇四年十月に脳内出血で倒れ、再起不能の状態にまで追い込まれながらも、激痛に耐えつつ、半身不随の体に鞭打ち、二〇〇六年に『久高オデッセイ第一部　結章』を完成させ、さらに二〇〇九年に『久高オデッセイ第二部　生章』を、二〇一五年六月には『久高オデッセイ第三部　風章』を完成させ、同年六月二十一日に久高島で初上映会を開き、七月五日に東京両国の劇場シアターΧで島外初上映会を開催した。
長篇記録映画『久高オデッセイ』三部作は、「神の島」と呼ばれてきた久高島の祭祀＝祈りと生活＝暮らし（漁労・農耕など）を島の自然風土の中で繊細・丁寧にドキュメントするものである。この久高島を十二年間にわたって記録する『久高オデッセイ』三部作は大重映画の到達点であり集大成であり、前任未踏の「沖縄文化論」である。
『久高オデッセイ第一部　結章』は、二〇〇二年から二〇〇六年まで撮影された映像を元に、二〇〇六年、国際宗教史宗教学会の学術大会において初上映された。久高島の祭祀と生活、日常（ケ）と非日常（ハレ）の両方を追いかけながら、島の年中行事の記録とともに、特に男性漁労祭祀の中心人物であった「ソールイガナシー」と呼ばれる男性最高神役福治友行の退任を記録している点で特色がある。
続く『久高オデッセイ第二部　生章』は、二〇〇六年から二〇〇八年まで撮影された映像を元に、二〇〇八年六月に東京大学理学部小柴ホールで行なわれた東京自由大学設立十周年記念特別行事「地球温暖化防止シンポジウム～地球温暖化―宇宙からの視点」シンポジウムで初上映された。この第二部の特色は、「ハッシャ（法者）」と呼ばれる島の男性役職が定まり（ハッシャ代行の一人は第三部の副主人公的な内間豊）、「イラブー漁」と「イラブ燻製」が始まったことと、イザイホーによって「神女」（カミンチュ）となった女性神役三人の定年（七〇歳）による退任儀式「フバワク」が行なわれたことの記録である。
遺作となった『久高オデッセイ第三部　風章』は、二〇一二年から二〇一五年一月まで撮影された。この第三部では、島に誕生した内間豊（第二部のハッシャ代行）映子の長女内間菜保子の誕生と西銘亜希という「ファーガナシー」の魂を受け継ぐとされる若い神女（カミンチュ）の誕生が描かれている。二人の若い女性のいのちがどのように島の未来を変え、つなぐ力になるか、希望と期待と光明とともに映画は閉じられる。また、久高島を訪れた船上生活を営む谷龍一郎一家の暮らしぶり、ライフスタイルについての映像も、この『久高島オデッセイ』三部作という「海の映画」の核心を衝いている。
とりわけ第三部では、歌うような、あやすような、癒すような、せつないチェロの響きが奏でられ、荒れ狂う白馬の台風や無限を感じさせる朝日やノスタルジーと悲しみを湛えた夕日や島の子どもたちや神女たちや海人たちの日常が描かれる。その島のさまざまなるいのち。この映像が伝えているのは一貫して、「いのちのすごさ・とうとさ・ゆたかさ・おもしろさ」である。台風と海亀の産卵と植物や花のシーンがそれを証ししている。
　この作品の最後に大重は自らナレーターとなって次のように語る。
「地下水脈がわき出るような歌声であった。 祭りは途絶えているが、祭りの命は息づいている。祭りは人間が生きている限り行われる。 生きていることの証が祭りである。 やがて、違った形で復活するだろう。十二年間待っていた島の姿を確認した。
東の海の向こうには、ニライカナイがあると言われている。 しかし、この島こそが、この地球こそが楽園ニライカナイではないか。地球の七割が海である。 陸地が海によって、繋がっている。海に育まれている久高島は、姿を変えながらも、脈々と命を紡いでいた。」
第三部冒頭では、坂本清治が「久高島留学センター」の子どもたちを含む久高中学校生徒を指導しながら追い込み漁をする場面が描かれている。坂本清治の貴重で未来的な教育実践は、『久高オデッセイ』三部作の中にしかと刻み込まれている。
『久高オデッセイ第一部　結章』の中に海亀が出てくる。その海亀はイノー（礁地）の中で海に戻れずどうしていいかわからず戸惑っているように見えた。そして遺作『久高オデッセイ第三部　風章』の最後に出てくる海亀は涙を流しながら産卵を終え、後ろ足で盛砂を固め、わが子である卵を保護して堂々と久高島の東の浜を後にした。
　大重潤一郎はこの海亀のように『久高オデッセイ』三部作を産卵し、堂々と彼の好きな海に還っていった。鳥山敏子の教育実践や著作がそうであったように、大重の魂は、この映画の中に、彼の映画人生の全作品の中に一つ一つの卵＝魂子として生き続け、後続する者に新鮮ないのちの水と風と空気を惜しげもなく絶やすことなく与え続けているのである。
参考文献および映画

比嘉康雄『日本人の魂の原郷　沖縄久高島』集英社新書、2000年

須藤義人『久高オデッセイ――遥かなる記録の旅』晃洋書房、2011年
喜納庄吉・鎌田東二『霊性のネットワーク』青弓社、1999年
記録映画：大重潤一郎監督『久高オデッセイ　第二部　生章』（2008年、製作：鎌田東二）
鎌田東二『世直しの思想』春秋社、2016年
＊大重潤一郎監督作品『久高オデッセイ　第三部　風章』（三部作完結篇）2015年6月15日完成。

「神戸からの祈り」1998年8月8日、神戸メリケンパークなど数ヶ所で実施（呼びかけ人：喜納昌吉、代表：鎌田東二、実行委員長：大重潤一郎）超宗教・超宗派・市民の「祈り」（神戸サンテレビ放送「神戸からの祈り」1998年8月15日）

「東京おひらきまつり」平成10年10月10日、鎌倉大仏高徳院（浄土宗）で実施。アメリカ先住民のデニス・バンクス、レオナルド・クロードック、アラスカ在住のアメリカ先住民・クリンギット族のボブ・サム

６、大重潤一郎の死去、そして葬儀のご案内
2015年7月22日（水）15時50分、大重潤一郎さんの呼吸が止まりました。その場に、大重生さん、須藤義人さん、伊豆有加さん、わたしの4人が見守っていました。そして、その後、15分以上心臓は動いていました。本当によく頑張ってくれました。
20日（月）に来た時は、いっぱいいっぱい話をしました。凄い活性化していました。ユーモアもありました。
そして、21日（火）朝方4時くらいから12時半過ぎまで「起きたい、歩きたい、聖者の行進をする」と言って、何度も起きようとし、みんなでいろいろ手伝いもしましたが、しかしもちろん、体は動きませんでした。大重生さん、高橋あいさんが夜通し、付き添ってくれました。生さんは17日（木）からずっと那覇の日赤病院で夜通し看病してくれました。4日間一睡もせずに。
昨日午後、みんなが沖縄映像文化研究所の片づけなどに行って、わたし一人が見守っている時間が6時間くらいありました。その間、「起きたい、立ちたい、歩きたい」という欲求が繰り返されました。大宮のわたしの家のベランダにいると思って、ベランダに座りたい、立ちたい、歩きたいと繰り返しました。
　気をそらすために、大重さんが京都のわが家にプレゼントしてくれた金柑のことを話しました。「わが家の金柑は実がなってるよ」と言ったら、笑いながら、「金柑はいいなあ～。緑の葉っぱが欲しい」というので、「妻に送ってもらうから後２日待って」と言ったら、「わかった。わかった。」と言っていました。
　それが最期の会話となりました。その後、眠りにつき、その５時間後から酸素マスクを着ける昏睡状態に入りました。そして21時くらいから昏睡に入りました。
　そして本日7月22日、みんなが見守る中、大重弁慶は立派に「聖者の行進」をしてニライカナイに渡っていきました。
　ありがとう、大重潤一郎！ありがとう。さようなら。また会えるよ。また、会おう！

　大重潤一郎さんの「偲ぶ会（お通夜）と「お別れ会（告別式）」の案内です。喪主：大重生さんからは平服でお越しくださいとのことです。
7月27日（月）18時～　偲ぶ会　7月28日（火）11時～　お別れ会
場所：サンレー豊崎紫雲閣（沖縄県豊見城市豊崎1－200　電話：098－850－3004、那覇空港からタクシーで15分程度。サンレーからの当日シャトルバスも出る予定です。）
７、2015年8月30日　鎌田東二：大重潤一郎監督を偲ぶ会報告と大重潤一郎脚本・監督『かりゆしの海』（1970年代作・未完）発見
みなさま
昨日、NPO法人東京自由大学主催の「大重潤一郎監督を偲ぶ会」を開催しました。おかげさまで46名の方が参加してくれました。高校時代からの友人の宮内勝典さん・喜美子ご夫婦もさんかしてくれました。みなさんの大重さんとの交友のお話はどれもこれも一つひとつ味わい深く貴重なものでした。
　昨日の「大重潤一郎監督を偲ぶ会」の概要は次のようなものでした。
-------------------------------------
特別企画　大重潤一郎監督を偲ぶ会
7月22日（水）に亡くなった、「久高オデッセイ」三部作の監督であり、東京自由大学副理事長であった、大重潤一郎監督を偲びます。
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結さんの奄美大島の三味線と歌
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関口亮樹慶福寺（天台宗埼玉県蓮田市）住職と一人息子久遠君のスピーチ
[image: image3.jpg]


「久高オデッセイ第三部風章」制作実行委員会事務局長岡野恵美氏挨拶
２０１５・８・３０　鎌田東二拝
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